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（a） 全体を1つの気体として、状態方程式をたてると
Iの 2 V = n R T

i .に導い
（b) U = I n RTより

にも竺 "
（2

A B..贐'闇が..
（C自由に気体が行き気できるので

Pg=凸 ⇒ Ifとする .

状態方程式をたてると
凹ん''にThe RTい 回IVニコR.2T...20

7
物質量は合わせて n [mo l）なので Tがちがうので

n = I t t i l l . . . ③
全体で1つの気体にでき
ない

2-2熱力学第一法則と比熱B発展問題 4 / 12



111 回 2） （c）糸売
② を変形して

I Iに凸RT. . .が
① +20'をしてMA tNB）を作る.
Ep'にいAtNB )RT

③ を代入して

I I V = n R T .・.P'=選、，に

（d
（2のときの内部エネルギーUを計算する。
NA.MBをだすのが面倒なので U=ENで計算する.
UE U A t U B

=Ep'v t E P ' V 解答ではMANBを求めて3が ｢で
瀏= 3 P V

=3.2"。
= 2 n R T

(I）から内部エネルギーの増えた分が、加えた熱量Qであるので
Q = U ' - U
= 2 n R T - I n R T

=smite
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国続き、

（3 気体が外に仕事をせず、外部との熱のやりとりも
ないことから、内部エネルギーは保存する。
* （1）→（2）ではBをあたためているので熱のやりとりがある.

前○（かの時

A

!

=""'

"

；

$

A

行

e i p
( U E 2 nRT

私@の 全体の内部エネルギーでは
じ=EnRT '

前後で内部エネルギーが保存するので
2 n R T = I n RT '

T'=fine

* 解答では（1）→（3）で 内部エネの変化を追っている.

U， + Q = U "
などめ かたで

加えた熱 蕞後
⇒ I n RT t I nR T = I n RT' ：.T'=無い
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